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災害に備えて ～新たな警戒レベルの確認を～

■問い合わせ・応募先
名寄市社会福祉協議会 地域支援係
〒096-0011
名寄市西１条南１２丁目 名寄市総合福祉センター
電話：01654-3-9862 ＦＡＸ：01654-3-9949

E-mail：chiiki@nayoro-shakyo.jp

名寄社協HP QR コード 名寄社協LINE QR コード

「ちっち、お誕生日おめでとう！もっともっといっぱい遊ぼうね！」
中村 音々（ねね） ５歳

つながるなよろメッセージ

これからの季節は大雨や台風等による洪水や土砂災害等が発生しやすくなります。
名寄市は天塩川・名寄川等、河川が多い地域であり水害に十分な警戒が必要です。
名寄市が出している「洪水ハザードマップ」では、想定最大規模の降雨による洪水浸水想定が

記載されており、自身の住む地域がどれくらい浸水するか等の確認ができます。
また、住民等が取るべき行動を明確化するため、避難情報が5段階に整理され、次のとおり「警

戒レベル１～５」と表現されるようになりました。

レベル１→災害への心構えを高める。
レベル２→避難に備え、自らの避難行動（避難所の場所等）を確認。
レベル３→避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児等）とその支援者は

危険な場所から避難を始める。その他の人は避難の準備を整える。
レベル４→全員避難。速やかに危険な場所から避難先へ避難。
レベル５→既に災害が発生している状況。命を守るための最善の行動をとる。

レベル３や４の段階で、地域の方々と声をかけあって、安全・確実な避難を取ることが必要に
なります。
なお、警戒レベル１・２は気象庁が発表、警戒レベル３・４・５は市が発令します。

こういった情報を正しく理解することで、速やかに行動をとることができ、他にも家族との避
難所の確認、非常用持出物の確認、地域の中に手助けが必要な人はいないか等を確認し、災害を
身近なことと考え、日頃から準備をしていくことが自身や大切な方の命を守るために大切になり
ます。

このコーナーは皆さんからのご質問等にお応えする形での掲載を行っています。
普段の生活での疑問などについて、ぜひ声をお寄せください。
お寄せいただく際は、電話・ＦＡＸ・メール・封書のいずれかの方法でお願いします。
お子さんからの親戚や友達等へのメッセージもメールにて募集しています。
詳細は名寄社協ホームページ等でご確認ください。


